
次回の定例会は、

開会の予定です。

傍聴 録画配信

議会事務局で傍聴
券を受け取るだけ
で傍聴できます！

市議会ホームページ
「録画配信」からも見
られます！
※通信費は利用者負担となります。

議会を見てみませんか
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委
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員 

長
　
　中
　村
　洋
　子

副
委
員
長
　
　小
久
保
　博
　雅

委
　
　員
　
　斉
　藤
　
　
　章

　 〃 

　
　
　桜
　井
　
　
　卓

　 〃 

　
　
　青
　野
　康
　子

　 〃 

　
　
　毛
　呂
　一
　夫

　 〃 

　
　
　岡
　村
　有
　正

　今
年
の
干
支
は
、
十
二
支
で
は
、

午
年
、
十
干
十
二
支
で
は
、
丙
午
で

す
。
馬
は
躍
動
感
や
成
功
を
象
徴
し

前
向
き
な
一
年
を
予
感
さ
せ
る
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
気
持
ち
、

決
意
で
、
目
標
を
立
て
、
今
年
を
ス

タ
ー
ト
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
12
月
定
例
議
会
で
は
、
第
六

次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本

計
画
を
は
じ
め
、
市
の
将
来
像
や
市

民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
心
あ

ら
た
に
議
会
活
動
に
取
り
組
み
、
皆

さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
全
議
員
が
働
い
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
斉
）

第六次北本市総合振興計画前期基本計画特
集

135 ＼2026年も翔け抜け
ます!／ 新しい年に一言!

斉藤　　章
今年一年、「躍動」を
テ－マに日々、挑戦、
頑張っていきます。

桜井　　卓
今年もすべての人に
安心を！「犬馬の労」
でガンバロー！

今関　公美
昨年は脳腫瘍となり
手術の年。今年は体
調を整え頑張るぞォ！

青野　康子
「知行合一で駆けぬ
ける」学びだけでなく
行動に移した一年に！

小久保博雅
進む高齢化。私も高
齢者の一人。同じ目
線で見ていきます。

毛呂　一夫
「是々非々」 市民目線
を忘れず自らの信念
に基いて行動する

岡村　有正
市民の声を未来に
つなぐ一年に

湯沢　美恵
誰もがその人らしく生
きられ人権が守られ
る社会を目指します

保角　美代
若者が夢をもち、挑
戦できる。活力あふれ
る北本の未来へ！

島野　和夫
ひとりの人を大切に、
現場第一主義！

高橋　　誠
障がい者には優しく
防災の意識は高い
安心安全なまちへ！

永井　　司
北本の魅力向上に邁
進いたします！本年も
宜しくお願いします。

現王園孝昭
厳しい財政のなか予
算額は増大、健全な
財政運営を提言

諏訪　幸男
北本市民の夢と希望
の世界の実現を目指
して頑張ります。

大嶋　達巳
相場格言は午尻下が
りでも、北本は跳ね
馬のごとく飛躍だ！

工藤日出夫
飛雄馬の午年！年男
四輪クドウ84馬力で
議会改善まっしぐら

金森すみ子
人生の節目の歳を迎
え改めて“住みやすい
まち”へ尽力します

村田　裕子
誰もが楽しい居心地
の良い街に。M-1のネ
タでも書いてみるか…？

滝瀬　光一
「不易流行」日頃の温
かいご理解とご支援
に心より感謝。

中村　洋子
皆さんの声に
耳をかたむけます

なんだかんだ地元だいすき@きたもと2031 （20）

もう2031年か、早いねー

2026年にソーシン（総合振興計画）が始まって、
もう５年だね～北本も結構変わったね

駅前の賑わい行った？ ちょっと気になってる

先週行ったよ～
一人でも気軽でいいし、初めて会った人とも気軽に話せるし、居心地いいよ✌

（入力中・・・）

最近北本に戻ってきたけど、なんか前より明るくなった??
新しいお店も増えて、まちを歩くの楽しい✨
北本のこと色々教えて��

５年後のこのまち、
もっと好きになれる予感がする。

じ
っ
か
ん

ひ
の
え
う
ま



北本の将来のための
計画を

　
　
　
「
若
者
」
の
視
点
を
ど
の
よ
う

に
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
た
の
か

　
　
　
定
住
人
口
の
維
持
及
び
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
増
加
の
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
に
「
こ
ど
も
・
若
者
へ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
」
を
位
置
づ
け
、

「
こ
ど
も
・
若
者
の
明
る
い
未
来
を
応

援
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
」
こ
と

と
し
、
若
者
に
対
す
る
市
の
方
向
性
を

明
確
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
自
治
体
D
X
推
進
に
つ
い
て
、

基
本
事
業
へ
の
位
置
づ
け
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業

務
改
善
に
よ
る
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
、
個
別

計
画
で
あ
る
D
X
推
進
方
針
を
改
定
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
な
ど
の

取
組
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
１
　
子
育
て
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
支
援
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
・
家
庭

へ
の
き
め
細
か
な
取
組
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
等
が
重
点
事
項
に
な
っ
て
い

な
い
。
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
が
軽
視

さ
れ
て
い
な
い
か

　
　
　
総
合
振
興
計
画
が
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
然
す
べ

て
の
事
業
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
市
内
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い

て
、
福
祉
有
償
運
送
や
住
民
同
士
の
互

助
に
よ
る
輸
送
の
想
定
が
見
当
た
ら
な

い
。
市
が
施
策
と
し
て
実
施
す
る
の
は

バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
公
共
交
通

の
確
保
に
限
定
さ
れ
る
の
か

　
　
　
従
来
か
ら
あ
る
公
共
交
通
だ
け

で
は
市
民
の
円
滑
な
移
動
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
交
通
手
段
の

検
討
も
必
要
で
あ
り
、
移
動
に
不
可
欠

な
道
路
の
整
備
、
駐
輪
場
の
確
保
な
ど

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
前
期
計
画
は
各
種
統
計
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
に
よ
り
裏
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
基
本
事
業
の
指
標
と
目
標
値

の
精
度
は
担
保
さ
れ
て
い
る
か

　
　
　
施
策
の
成
果
指
標
は
基
本
事
業

の
取
組
や
指
標
の
状
況
に
よ
り
効
果
を

測
る
も
の
で
す
。
５
年
後
を
見
据
え
て

設
定
し
て
い
ま
す
が
可
能
な
限
り
精
度

を
高
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
事
業
数
は
平
素
の
予
算
・
人
員

を
超
え
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
る
が
、
市

長
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　
指
標
を
高
め
る
た
め
の
組
織
運

営
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
適
切
な

運
用
に
よ
り
成
果
指
向
に
基
づ
く
行
政

経
営
を
推
進
し
、
全
庁
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
人
口
減
少
に
対
応
す
る
立
地
適

正
化
計
画
と
の
整
合
性
は

　
　
　
公
共
施
設
の
再
編
や
都
市
機
能
、

居
住
誘
導
な
ど
関
係
す
る
施
策
と
整
合

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
若
者
の
市
政
へ
の
関
心
が
低
い
中
、

計
画
に
ど
う
盛
り
込
ん
だ
の
か

　
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
う
え
で
、
定
住
意
向
が
固
ま
る
前
の

世
代
で
あ
る
若
者
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
０
５
０
問
題
や
介
護
と
育
児

の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
ひ
き
こ
も
り
、
生
活

困
窮
、
孤
立
な
ど
、
若
者
を
取
り
巻
く

福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
行
政

と
し
て
市
民
要
望
や
時
代
の
要
請
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
若
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
取
組
に
よ
り
、
ま
ち

へ
の
愛
着
度
の
向
上
や
社
会
増
と
い
っ

た
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
「
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
に
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
ど
も
・

若
者
の
明
る
い
未
来
を
応
援
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
支
援
を
行
い
、
関
連
す
る
施
策
や
基

本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ａ
１

Ａ
２

総合振興計画前期基本計画について「議案第74号」第六次北本市

工藤日出夫

　
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

「
第
六
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
前
期

基
本
計
画
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
総
合
振
興
計
画
は
、
「
基
本
構

想
」
を
頂
点
と
す
る
３
層
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
可
決
し
た
「
前
期
基
本

計
画
」
は
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
市
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
令
和

８
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
期
間
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
前
期
基
本
計
画
は
、

基
本
構
想
で
位
置
づ
け
た
ま
ち
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
や
基
本
事

業
で
、
令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、
慎
重
な
審
議

の
た
め
、
こ
の
前
期
基
本
計
画
（
議
案

第
74
号
）
の
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

12
月
17
日
に
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
会
派
代
表
質
疑

（
２
・
３
ペ
ー
ジ
）
、
討
論
（
４
ペ
ー
ジ
）

の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
情
勢
が
激
し
く
変
化
す
る
中

で
、
こ
の
先
５
年
間
の
取
組
が
本
市
の

未
来
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
議
会
と

し
て
も
、
計
画
に
掲
げ
た
施
策
が
着
実

に
実
行
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
３

Ｑ
３

Ａ
１

Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

Ｑ
１

６人の会派代表が
質疑を行いました

指標と目標値の精度は
担保されているか

誰も取り残さない
社会に向けて

若者に視点を当てた
取組を

岡村有正

重点事業の位置づけと
その実効性は

誰にとってもやさしい
まちづくりの実現を

質疑

　
　
前
期
基
本
計
画
で
の
重
点
基
本
事

業
の
選
定
基
準
、
位
置
づ
け
と
そ
の
実

効
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か

　
　
ヒ
ト
や
カ
ネ
等
の
資
源
は
有
限
で

す
の
で
、

①
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の

②
基
本
構
想
で
定
め
た
人
口
の
変
化
を

踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
関

わ
り
の
深
い
も
の

③
市
民
要
望
や
時
代
の
要
請
で
注
力
し

て
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
等
、

今
後
５
年
間
を
見
据
え
、
全
１
０
９
事

業
の
中
か
ら
よ
り
資
源
を
注
力
す
べ
き

30
事
業
を
定
め
、
重
点
基
本
事
業
と
し

て
い
ま
す
。

　
前
期
基
本
計
画
は
、
今
後
５
年
間
の

行
政
施
策
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
の

で
、
定
め
た
重
点
基
本
事
業
を
踏
ま
え

て
、
ヒ
ト
や
カ
ネ
等
の
資
源
を
有
効
か

つ
適
切
に
配
分
し
、
計
画
期
間
の
事
業

執
行
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
、
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
　
　
総
合
振
興
計
画
審
議
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等
の
意
見
・
答
申

を
取
り
入
れ
た
基
準
や
方
針
は

　
　
　
い
た
だ
い
た
意
見
を
可
能
な
限

り
取
り
入
れ
る
姿
勢
で
検
討
す
る
こ
と
、

意
見
を
採
用
で
き
な
い
場
合
は
市
の
立

ち
位
置
や
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と

を
共
有
し
検
討
を
行
い
、
計
画
を
取
り

ま
と
め
る
部
署
に
お
い
て
も
全
体
的
な

統
制
の
視
点
か
ら
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
基
本
事
業
の
市
内
公
共
交
通
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
第
五
次
計
画
と
同

様
の
対
応
で
は
大
幅
に
減
便
と
な
っ
た

路
線
バ
ス
の
取
組
が
読
み
取
れ
な
い
が

　
　
　
市
内
公
共
交
通
の
確
保
、
特
に

路
線
バ
ス
の
維
持
・
確
保
は
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
と
っ

て
望
ま
し
い
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス

の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
路
線
バ
ス
の

維
持
・
改
善
に
つ
い
て
も
課
題
解
決
に

向
け
た
施
策
等
を
定
め
ま
す
。

ＱＡ

みらい緑風会

日本
共産党

公明党 清和会

北本の
将来を
創る会 湯沢美恵

桜井　卓

斉藤　章

永井　司

市が目指すまちの姿

具体的な取組や指標

Ｒ８年
度

Ｒ12年
度

Ｒ13年
度

Ｒ17年
度

基本構想10年（令和８年度～令和17年度）

実施計画　毎年度見直し

前期基本計画５年 後期基本計画５年

「
第
六
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画

　
前
期
基
本
計
画
」
を
可
決

Ａ
１

Ｑ
１

Ａ
２

Ｑ
２

Ｑ
２

Ａ
２

ＱＡ

❶の実現のために
必要な施策、基本事業

❶
基本構想
❷

基本計画

❸
実施計画
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北本の将来のための
計画を

　
　
　
「
若
者
」
の
視
点
を
ど
の
よ
う

に
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
た
の
か

　
　
　
定
住
人
口
の
維
持
及
び
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
増
加
の
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
に
「
こ
ど
も
・
若
者
へ

の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
」
を
位
置
づ
け
、

「
こ
ど
も
・
若
者
の
明
る
い
未
来
を
応

援
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
」
こ
と

と
し
、
若
者
に
対
す
る
市
の
方
向
性
を

明
確
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
自
治
体
D
X
推
進
に
つ
い
て
、

基
本
事
業
へ
の
位
置
づ
け
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業

務
改
善
に
よ
る
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
、
個
別

計
画
で
あ
る
D
X
推
進
方
針
を
改
定
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
、

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
な
ど
の

取
組
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
１
　
子
育
て
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
支
援
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
・
家
庭

へ
の
き
め
細
か
な
取
組
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
等
が
重
点
事
項
に
な
っ
て
い

な
い
。
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
が
軽
視

さ
れ
て
い
な
い
か

　
　
　
総
合
振
興
計
画
が
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
然
す
べ

て
の
事
業
を
し
っ
か
り
と
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
市
内
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い

て
、
福
祉
有
償
運
送
や
住
民
同
士
の
互

助
に
よ
る
輸
送
の
想
定
が
見
当
た
ら
な

い
。
市
が
施
策
と
し
て
実
施
す
る
の
は

バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
公
共
交
通

の
確
保
に
限
定
さ
れ
る
の
か

　
　
　
従
来
か
ら
あ
る
公
共
交
通
だ
け

で
は
市
民
の
円
滑
な
移
動
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
交
通
手
段
の

検
討
も
必
要
で
あ
り
、
移
動
に
不
可
欠

な
道
路
の
整
備
、
駐
輪
場
の
確
保
な
ど

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
前
期
計
画
は
各
種
統
計
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
等
に
よ
り
裏
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
基
本
事
業
の
指
標
と
目
標
値

の
精
度
は
担
保
さ
れ
て
い
る
か

　
　
　
施
策
の
成
果
指
標
は
基
本
事
業

の
取
組
や
指
標
の
状
況
に
よ
り
効
果
を

測
る
も
の
で
す
。
５
年
後
を
見
据
え
て

設
定
し
て
い
ま
す
が
可
能
な
限
り
精
度

を
高
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
事
業
数
は
平
素
の
予
算
・
人
員

を
超
え
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
な
る
が
、
市

長
の
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　
指
標
を
高
め
る
た
め
の
組
織
運

営
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
適
切
な

運
用
に
よ
り
成
果
指
向
に
基
づ
く
行
政

経
営
を
推
進
し
、
全
庁
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
人
口
減
少
に
対
応
す
る
立
地
適

正
化
計
画
と
の
整
合
性
は

　
　
　
公
共
施
設
の
再
編
や
都
市
機
能
、

居
住
誘
導
な
ど
関
係
す
る
施
策
と
整
合

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
若
者
の
市
政
へ
の
関
心
が
低
い
中
、

計
画
に
ど
う
盛
り
込
ん
だ
の
か

　
　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
う
え
で
、
定
住
意
向
が
固
ま
る
前
の

世
代
で
あ
る
若
者
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
０
５
０
問
題
や
介
護
と
育
児

の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
ひ
き
こ
も
り
、
生
活

困
窮
、
孤
立
な
ど
、
若
者
を
取
り
巻
く

福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
行
政

と
し
て
市
民
要
望
や
時
代
の
要
請
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
若
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
取
組
に
よ
り
、
ま
ち

へ
の
愛
着
度
の
向
上
や
社
会
増
と
い
っ

た
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
「
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
に
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
ど
も
・

若
者
の
明
る
い
未
来
を
応
援
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
支
援
を
行
い
、
関
連
す
る
施
策
や
基

本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ａ
１

Ａ
２

総合振興計画前期基本計画について「議案第74号」第六次北本市

工藤日出夫

　
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

「
第
六
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
前
期

基
本
計
画
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
総
合
振
興
計
画
は
、
「
基
本
構

想
」
を
頂
点
と
す
る
３
層
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
可
決
し
た
「
前
期
基
本

計
画
」
は
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
市
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
令
和

８
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
期
間
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
前
期
基
本
計
画
は
、

基
本
構
想
で
位
置
づ
け
た
ま
ち
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
や
基
本
事

業
で
、
令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、
慎
重
な
審
議

の
た
め
、
こ
の
前
期
基
本
計
画
（
議
案

第
74
号
）
の
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

12
月
17
日
に
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
会
派
代
表
質
疑

（
２
・
３
ペ
ー
ジ
）
、
討
論
（
４
ペ
ー
ジ
）

の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
情
勢
が
激
し
く
変
化
す
る
中

で
、
こ
の
先
５
年
間
の
取
組
が
本
市
の

未
来
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
議
会
と

し
て
も
、
計
画
に
掲
げ
た
施
策
が
着
実

に
実
行
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
３

Ｑ
３

Ａ
１

Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

Ｑ
１

６人の会派代表が
質疑を行いました

指標と目標値の精度は
担保されているか

誰も取り残さない
社会に向けて

若者に視点を当てた
取組を

岡村有正

重点事業の位置づけと
その実効性は

誰にとってもやさしい
まちづくりの実現を

質疑

　
　
前
期
基
本
計
画
で
の
重
点
基
本
事

業
の
選
定
基
準
、
位
置
づ
け
と
そ
の
実

効
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か

　
　
ヒ
ト
や
カ
ネ
等
の
資
源
は
有
限
で

す
の
で
、

①
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の

②
基
本
構
想
で
定
め
た
人
口
の
変
化
を

踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
関

わ
り
の
深
い
も
の

③
市
民
要
望
や
時
代
の
要
請
で
注
力
し

て
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
等
、

今
後
５
年
間
を
見
据
え
、
全
１
０
９
事

業
の
中
か
ら
よ
り
資
源
を
注
力
す
べ
き

30
事
業
を
定
め
、
重
点
基
本
事
業
と
し

て
い
ま
す
。

　
前
期
基
本
計
画
は
、
今
後
５
年
間
の

行
政
施
策
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
の

で
、
定
め
た
重
点
基
本
事
業
を
踏
ま
え

て
、
ヒ
ト
や
カ
ネ
等
の
資
源
を
有
効
か

つ
適
切
に
配
分
し
、
計
画
期
間
の
事
業

執
行
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
、
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
　
　
総
合
振
興
計
画
審
議
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等
の
意
見
・
答
申

を
取
り
入
れ
た
基
準
や
方
針
は

　
　
　
い
た
だ
い
た
意
見
を
可
能
な
限

り
取
り
入
れ
る
姿
勢
で
検
討
す
る
こ
と
、

意
見
を
採
用
で
き
な
い
場
合
は
市
の
立

ち
位
置
や
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と

を
共
有
し
検
討
を
行
い
、
計
画
を
取
り

ま
と
め
る
部
署
に
お
い
て
も
全
体
的
な

統
制
の
視
点
か
ら
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
基
本
事
業
の
市
内
公
共
交
通
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
第
五
次
計
画
と
同

様
の
対
応
で
は
大
幅
に
減
便
と
な
っ
た

路
線
バ
ス
の
取
組
が
読
み
取
れ
な
い
が

　
　
　
市
内
公
共
交
通
の
確
保
、
特
に

路
線
バ
ス
の
維
持
・
確
保
は
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
と
っ

て
望
ま
し
い
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス

の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
路
線
バ
ス
の

維
持
・
改
善
に
つ
い
て
も
課
題
解
決
に

向
け
た
施
策
等
を
定
め
ま
す
。

ＱＡ

みらい緑風会

日本
共産党

公明党 清和会

北本の
将来を
創る会 湯沢美恵

桜井　卓

斉藤　章

永井　司

市が目指すまちの姿

具体的な取組や指標

Ｒ８年
度

Ｒ12年
度

Ｒ13年
度

Ｒ17年
度

基本構想10年（令和８年度～令和17年度）

実施計画　毎年度見直し

前期基本計画５年 後期基本計画５年

「
第
六
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画

　
前
期
基
本
計
画
」
を
可
決

Ａ
１

Ｑ
１

Ａ
２

Ｑ
２

Ｑ
２

Ａ
２

ＱＡ

❶の実現のために
必要な施策、基本事業

❶
基本構想
❷

基本計画

❸
実施計画
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討 論 「議案第74号」第六次北本市総合振興計画前期基本計画について

賛成討論（みらい　毛呂一夫）

　総合振興計画は、市の最上位計画であり、行政運営のバイブルです。この基
本計画は、基本構想－基本計画－実施計画と続く計画全体構造からみると第2
層目の計画となり、必要な施策の具体化計画とのことですが、一部概念的であ
り、次の実施計画提示が待たれるところです。しかしながら、北本市の全体像
が多方面に渡って緻密に分析されており、かなり練り込まれた計画案と考えら
れます。北本市の将来をこのバイブルに託すに足ると判断して、賛成とします。

賛成討論（公明党　斉藤　章）

　若者という視点をどのように反映させたのかでは、住み続けたいまちづくり
の中に、こども・若者への手厚いサポートをするとし、こども・若者の明るい
未来を応援するためそれぞれの状況に応じたきめ細かな支援を行うとしたこと
を評価します。また、重層的支援体制の整備について、相談体制の充実を継続
し、地域社会とのつながり、地域の支え合う体制の充実を新たに位置づけ、更
なる整備を進めるとあり評価します。

賛成討論（清和会　岡村有正）

　本市も人口減少・少子高齢化の進行、それに伴う税収減少や社会保障費の
増加、公共施設の老朽化等の様々な課題に直面しています。第六次計画は、子
育て支援や地域福祉の充実、防災・消防の充実、シティプロモーションの推進
や自然環境の保全など市民生活に直結する施策を具体的に示しています。行財
政面でも限られた資源を効率的に活用し、優先順位を明確にした現実的で持続
可能な仕組を備えた妥当な計画であると考えられることから賛成とします。

賛成討論（日本共産党　中村洋子）

　第五次総合振興計画を継続しながらも、社会情勢の変化に対応して第六次
計画では「市民との協働による持続可能なまちづくり」から「みんなの力で築
く、誰にとってもやさしいまちづくり」とした理由について施策の中から８項
目の質疑をしました。市民の声を聞き丁寧に回答されたことに、今後の施策に
期待と、財政的負担軽減による子育て支援の充実を願い賛成討論とします。

賛成討論（緑風会　桜井　卓）

　子育ての経済的負担の軽減、支援を必要とするこども・家庭へのきめ細かな
取組の充実の３事業、人権意識の高揚などが重点項目から外れたことは、極め
て遺憾です。学校教育の充実に係る成果指標は前回と同じ「学力が伸びた児
童・生徒の割合」とすべきでした。指標や目標値の設定には課題が多いです。
本市の第二の拠点である二ツ家地域に対する施策や事業がないことは不十分
です。今後の予算・決算審査や一般質問でしっかりと確認していきます。

各委員会で先進地を視察しました 各委員長報告は
こちらからご覧になれます

奈 良 県 生 駒 市

大 阪 府 貝 塚 市

大 阪 府 池 田 市

▶「グッドサイクルいこま」について

▶学校再編の取組について

▶「教育日本一のまち」条例に基づく市の教育方針と小
中一貫教育について

総務文教常任委員会 ▶▶▶ 10月１日～３日

　奈良県生駒市は、シティプロモーション「グッド
サイクルいこま」の活動を中心にシビックプライド
醸成を推進しており、北本市のシティプロモーショ
ン事業との共通点が多々ある。大阪府貝塚市と大阪

府池田市では、共に「施設一体型９年間義務教育に
よる学校再編」を進めており、中１ギャップの改善、
児童生徒の社会性醸成を推進させている。北本市は、
４・３・２制の分離型一貫教育を推進中である。

神奈川県横須賀市

愛知県尾張旭市

静 岡 県 島 田 市

▶終活支援体制整備について

▶あたまの元気まる事業（認知症予防）について

▶高齢者eスポーツ教室事業について

健康福祉常任委員会 ▶▶▶ 11月５日～７日

　横須賀市では死後に遺骨の引き取り手がないとい
う社会課題に対応するための２事業を実施し、効果
を挙げている。尾張旭市の事業は、認知症の前段階
である軽度認知障害（MCI）のリスクを本人が把握
し、生活習慣の改善を通じて認知症予防行動を促すこ

とを目的としており、VR機器を導入することで、よ
り気軽な短時間での検査を可能にした。島田市では
高齢者の健康維持のためeスポーツを推進している。
今年度より本市でも開始した事業について、運用の
課題や利用者拡大の工夫などを学ぶことができた。

静 岡 県 菊 川 市 

愛知県春日井市

大 阪 府 大 東 市

▶菊川市産業支援センターＥｎＧＡＷＡについて

▶ＭａａＳを活用した新しいモビリティサービスの導入について

▶「北条まちづくりプロジェクト（ｍｏｒｉｎｅｋｉプロジェクト）
～公民連携によるエリアの価値を上げるまちづくり」

建設経済常任委員会 ▶▶▶ 10月１日～３日

　菊川市での地域産業の担い手不足、事業継続の停
滞等の解消のために作られた官民連携型の新しい支
援拠点は、創業支援や企業支援の在り方について参
考となる事例であった。春日井市のモビリティサー

ビスでは、本市でもMaaSを活用した柔軟な移動支
援の可能性を検討すべきことを学んだ。大東市のま
ちづくりプロジェクトでは、公民連携とエリアマネ
ジメントの視点が欠かせないことが参考となった。

東京都八王子市 ▶議会改革について

議 会 運 営 委 員 会 ▶▶▶ ８月５日

　八王子市では、委員会が自主的に調査事項（テー
マ）を設定のうえ調査を行い、行政執行の監視機能
の充実及び専門性を発揮した政策提案や提言を行う
委員会所管事務調査を実施している。令和３～６年
度に４常任委員会から９件の提言が行われた。また
委員会において、論点・争点を明確にして委員同士

で討議を行う委員間討議を実施している。委員会活
動のより一層の活性化に向けて、本市でも議会改革
に取り組んでいきたい。

VR機器による
検査体験中
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討 論 「議案第74号」第六次北本市総合振興計画前期基本計画について

賛成討論（みらい　毛呂一夫）

　総合振興計画は、市の最上位計画であり、行政運営のバイブルです。この基
本計画は、基本構想－基本計画－実施計画と続く計画全体構造からみると第2
層目の計画となり、必要な施策の具体化計画とのことですが、一部概念的であ
り、次の実施計画提示が待たれるところです。しかしながら、北本市の全体像
が多方面に渡って緻密に分析されており、かなり練り込まれた計画案と考えら
れます。北本市の将来をこのバイブルに託すに足ると判断して、賛成とします。

賛成討論（公明党　斉藤　章）

　若者という視点をどのように反映させたのかでは、住み続けたいまちづくり
の中に、こども・若者への手厚いサポートをするとし、こども・若者の明るい
未来を応援するためそれぞれの状況に応じたきめ細かな支援を行うとしたこと
を評価します。また、重層的支援体制の整備について、相談体制の充実を継続
し、地域社会とのつながり、地域の支え合う体制の充実を新たに位置づけ、更
なる整備を進めるとあり評価します。

賛成討論（清和会　岡村有正）

　本市も人口減少・少子高齢化の進行、それに伴う税収減少や社会保障費の
増加、公共施設の老朽化等の様々な課題に直面しています。第六次計画は、子
育て支援や地域福祉の充実、防災・消防の充実、シティプロモーションの推進
や自然環境の保全など市民生活に直結する施策を具体的に示しています。行財
政面でも限られた資源を効率的に活用し、優先順位を明確にした現実的で持続
可能な仕組を備えた妥当な計画であると考えられることから賛成とします。

賛成討論（日本共産党　中村洋子）

　第五次総合振興計画を継続しながらも、社会情勢の変化に対応して第六次
計画では「市民との協働による持続可能なまちづくり」から「みんなの力で築
く、誰にとってもやさしいまちづくり」とした理由について施策の中から８項
目の質疑をしました。市民の声を聞き丁寧に回答されたことに、今後の施策に
期待と、財政的負担軽減による子育て支援の充実を願い賛成討論とします。

賛成討論（緑風会　桜井　卓）

　子育ての経済的負担の軽減、支援を必要とするこども・家庭へのきめ細かな
取組の充実の３事業、人権意識の高揚などが重点項目から外れたことは、極め
て遺憾です。学校教育の充実に係る成果指標は前回と同じ「学力が伸びた児
童・生徒の割合」とすべきでした。指標や目標値の設定には課題が多いです。
本市の第二の拠点である二ツ家地域に対する施策や事業がないことは不十分
です。今後の予算・決算審査や一般質問でしっかりと確認していきます。

各委員会で先進地を視察しました 各委員長報告は
こちらからご覧になれます

奈 良 県 生 駒 市

大 阪 府 貝 塚 市

大 阪 府 池 田 市

▶「グッドサイクルいこま」について

▶学校再編の取組について

▶「教育日本一のまち」条例に基づく市の教育方針と小
中一貫教育について

総務文教常任委員会 ▶▶▶ 10月１日～３日

　奈良県生駒市は、シティプロモーション「グッド
サイクルいこま」の活動を中心にシビックプライド
醸成を推進しており、北本市のシティプロモーショ
ン事業との共通点が多々ある。大阪府貝塚市と大阪

府池田市では、共に「施設一体型９年間義務教育に
よる学校再編」を進めており、中１ギャップの改善、
児童生徒の社会性醸成を推進させている。北本市は、
４・３・２制の分離型一貫教育を推進中である。

神奈川県横須賀市

愛知県尾張旭市

静 岡 県 島 田 市

▶終活支援体制整備について

▶あたまの元気まる事業（認知症予防）について

▶高齢者eスポーツ教室事業について

健康福祉常任委員会 ▶▶▶ 11月５日～７日

　横須賀市では死後に遺骨の引き取り手がないとい
う社会課題に対応するための２事業を実施し、効果
を挙げている。尾張旭市の事業は、認知症の前段階
である軽度認知障害（MCI）のリスクを本人が把握
し、生活習慣の改善を通じて認知症予防行動を促すこ

とを目的としており、VR機器を導入することで、よ
り気軽な短時間での検査を可能にした。島田市では
高齢者の健康維持のためeスポーツを推進している。
今年度より本市でも開始した事業について、運用の
課題や利用者拡大の工夫などを学ぶことができた。

静 岡 県 菊 川 市 

愛知県春日井市

大 阪 府 大 東 市

▶菊川市産業支援センターＥｎＧＡＷＡについて

▶ＭａａＳを活用した新しいモビリティサービスの導入について

▶「北条まちづくりプロジェクト（ｍｏｒｉｎｅｋｉプロジェクト）
～公民連携によるエリアの価値を上げるまちづくり」

建設経済常任委員会 ▶▶▶ 10月１日～３日

　菊川市での地域産業の担い手不足、事業継続の停
滞等の解消のために作られた官民連携型の新しい支
援拠点は、創業支援や企業支援の在り方について参
考となる事例であった。春日井市のモビリティサー

ビスでは、本市でもMaaSを活用した柔軟な移動支
援の可能性を検討すべきことを学んだ。大東市のま
ちづくりプロジェクトでは、公民連携とエリアマネ
ジメントの視点が欠かせないことが参考となった。

東京都八王子市 ▶議会改革について

議 会 運 営 委 員 会 ▶▶▶ ８月５日

　八王子市では、委員会が自主的に調査事項（テー
マ）を設定のうえ調査を行い、行政執行の監視機能
の充実及び専門性を発揮した政策提案や提言を行う
委員会所管事務調査を実施している。令和３～６年
度に４常任委員会から９件の提言が行われた。また
委員会において、論点・争点を明確にして委員同士

で討議を行う委員間討議を実施している。委員会活
動のより一層の活性化に向けて、本市でも議会改革
に取り組んでいきたい。
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
増
額
補

正
し
た
理
由
及
び
今
年
度
の
寄
附
実
績
は

　
　
令
和
７
年
10
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト

付
与
が
廃
止
と
な
る
こ
と
を
受
け
、９
月

末
ま
で
に
駆
け
込
み
需
要
が
発
生
し
、

前
年
度
比
で
大
幅
な
収
入
増
と
な
っ
た

た
め
、
１
億
円
の
増
額
補
正
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
11
月
24
日
ま
で
の
寄
附
実
績
は
、

６
０
０
６
件
で
前
年
同
期
比
57
・
２
％

増
、
寄
附
金
額
は
７
億
２
７
７
４
万
５

０
０
０
円
で
前
年
同
期
比
51
・
３
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　児
童
手
当
の
増
額
理
由
に
つ
い
て

　
　
児
童
手
当
制
度
の
変
更
点
を
考
慮

し
、
当
初
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

給
与
で
手
当
が
支
給
さ
れ
る
公
務
員
数

が
想
定
よ
り
も
少
な
く
、
児
童
手
当
と

し
て
支
給
す
る
対
象
者
が
多
か
っ
た
た

め
、
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
に
よ
り
、
第
３
子
算
定
対

象
年
齢
が
高
校
生
年
代
か
ら
大
学
生
年

代
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
第
３
子
の

適
用
に
つ
い
て
想
定
以
上
に
対
象
者
が

増
加
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
　流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
に
関
し

て
、
補
正
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
は

　
　
令
和
７
年
１
月
、
八
潮
市
で
下
水

道
管
路
の
破
損
に
起
因
す
る
道
路
陥
没

事
故
が
あ
り
、
埼
玉
県
管
理
の
流
域
下

水
道
管
の
緊
急
補
修
の
負
担
金
で
す
。

桶
川
市
汚
水
処
理
場
か
ら
元
荒
川
幹
線

に
熊
谷
幹
線
が
合
流
す
る
箇
所
ま
で
の

約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
平
成
６

年
度
以
前
設
置
の
管
径
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
管
を
調
査
し
、
３
箇
所
の
修
復
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
の
工
事
費
で
す
。

　
　
　
各
体
育
館
の
必
要
経
費
が
異
な

っ
て
い
る
が
、
最
少
額
の
経
費
に
基
準

を
合
わ
せ
る
理
由
は

　
　
　
照
明
の
照
度
や
空
調
の
温
度
な

ど
、
利
用
水
準
は
同
一
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
学
校
が
使
用
し
な
い
時
間
に
限

定
し
て
利
用
い
た
だ
く
施
設
で
あ
る
こ

と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
観

点
も
踏
ま
え
、
試
算
し
た
料
金
の
う
ち

最
低
額
を
基
準
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　改
正
は
特
定
の
団
体
を
優
遇
す

る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か

　
　
　
特
定
の
団
体
を
優
遇
す
る
も
の

で
は
な
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

目
的
に
様
々
な
登
録
団
体
が
利
用
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　
変
更
契
約
の
内
容
及
び
増
額
理
由
は

　
　
全
11
校
で
東
京
電
力
か
ら
の
別
引

込
み
に
よ
る
電
源
確
保
を
予
定
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
宮
内
中
学
校
の
み
必
要
電

力
が
容
量
を
超
え
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
学
校
全
体
の
受
電
設
備
を
経
由

す
る
方
式
へ
変
更
し
、
変
電
設
備
の
増

強
及
び
配
管
・
配
線
工
事
に
係
る
費
用

１
５
５
０
万
６
７
０
０
円
の
増
額
が
発

生
し
ま
し
た
。
一
方
、
契
約
仕
様
に
基

づ
き
事
業
者
か
ら
減
額
提
案
が
あ
り
、

３
１
８
万
６
７
０
０
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
差
引
１
２
３

２
万
円
の
増
額
が
必
要
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

質疑をしました各常任委員会でこんな

予
算
決
算

常
任
委
員
会

各委員長報告は
こちらから
ご覧になれます

Pick up
!

　
　
雑
木
林
の
会
の
ど
の
よ
う
な
事
業

提
案
や
事
業
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
た

の
か

　
　
市
と
し
て
、
雑
木
林
は
、
な
る
べ

く
手
を
つ
け
ず
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
残

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
雑
木
林
の

会
の
提
案
は
、
雑
木
林
を
将
来
に
わ
た

り
残
し
て
い
く
取
組
の
提
案
で
し
た
。

一
方
、
も
う
一
者
は
、
都
市
公
園
と
し

て
活
用
す
る
と
い
う
提
案
で
し
た
の
で
、

雑
木
林
の
会
の
雑
木
林
を
守
る
取
組
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
事
業
と

し
て
も
、
自
然
観
察
会
や
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
室
、
雑
木
林
を
楽
し
む
集

い
等
、
こ
れ
ま
で
に
親
し
ま
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
績
が
あ
り
、
そ
の
点
が

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
路
線
廃
止
後
の
売
払
い
金
額
に
つ

い
て

　
　
土
地
の
価
格
は
、
１
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
４
万
１
８
７
５
円
と
な
り
ま

す
。
実
測
後
の
面
積
に
そ
の
金
額
を
乗

じ
て
、
売
払
い
金
額
を
算
出
し
ま
す
。

北
本
市
立
学
校
屋
内
運
動
場
夜
間

開
放
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約

の
締
結

建
設
経
済

常
任
委
員
会

北本市立学校屋内運動場
夜間開放使用料条例の
一部改正の

ＱＡ

ＱＡ Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

　
　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
利

用
ま
で
の
流
れ
及
び
利
用
開
始
ま
で
に

要
す
る
期
間
に
つ
い
て

　
　
　
希
望
者
に
は
利
用
認
定
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
中
央
保
育

所
で
の
事
前
面
談
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
状
況
や
特
性
を
確
認
し
ま
す
。
面
談

の
結
果
、
安
全
に
利
用
で
き
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
利
用
日
を
予
約

い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
開
始
ま
で
の
日

数
に
つ
い
て
は
、
今
後
制
度
を
本
稼
働

さ
せ
て
い
く
中
で
、
で
き
る
限
り
短
縮

す
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　実
施
施
設
を
中
央
保
育
所
の
み

と
し
た
理
由
は

　
　
　
市
内
の
幼
稚
園
協
会
及
び
保
育

園
協
会
か
ら
は
、
国
の
補
助
金
や
給
付

金
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
、
自
施
設
の
費
用
負
担
分
が
不
明

な
中
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
公
立
保
育

所
で
実
施
し
、
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

で
、
順
次
民
間
施
設
で
も
展
開
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
東
保
育
所

は
一
時
保
育
や
病
後
児
保
育
事
業
の
実

施
に
加
え
新
た
な
事
業
の
実
施
は
困
難

な
状
況
で
、
深
井
保
育
所
は
施
設
の
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
安

全
な
保
育
環
境
を
提
供
で
き
る
中
央
保

育
所
で
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

北
本
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
北
本
市
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１ 総

務
文
教
分
科
会
長
報
告
よ
り

建
設
経
済
分
科
会
長
報
告
よ
り

健
康
福
祉
分
科
会
長
報
告
よ
り

平成４年からJR高崎線沿線に残る雑木林の一部
を北本中央緑地として整備を行っています。

公の施設の指定管理者の
指定の

公の施設の名称
▶北本中央緑地及び下原緑地公園
指定管理者として指定するもの
▶特定非営利活動法人北本雑木林の会
指定の期間
▶令和８年４月１日から
　令和13年３月31日までの5年間

ふるさと応援基金は、寄附者に選んでいただいた
８つの分野ごとに積立・活用しています。

令和7年度の学校体育施設利用登録団体は59団
体で、屋内運動場の利用は37団体です。

小・中学校屋内運動場に空調設備等が設置
されることに伴い、使用料の改定（夜間利
用１回につき200円）や空調設備使用料の
新設（30分につき500円）などを行います。
令和８年４月１日から開始します。

こども誰でも通園制度は０歳６か月～満３歳未
満が対象で月10時間まで保育所等を利用できま
す。

令
和
７
年
度
北
本
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

令
和
７
年
度
北
本
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

市
道
の
路
線
の
廃
止

子ども・子育て支援法等の一部改正に伴
い、こども誰でも通園制度に係る運営基準
及び認可基準を定めるものです。
この事業は令和８年度より全国で開始され
る制度です。

ＱＡ

Point
Point

ＱＡ

今回の条例の一部改正の

Point

ＱＡ

ＱＡ
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
増
額
補

正
し
た
理
由
及
び
今
年
度
の
寄
附
実
績
は

　
　
令
和
７
年
10
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト

付
与
が
廃
止
と
な
る
こ
と
を
受
け
、９
月

末
ま
で
に
駆
け
込
み
需
要
が
発
生
し
、

前
年
度
比
で
大
幅
な
収
入
増
と
な
っ
た

た
め
、
１
億
円
の
増
額
補
正
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
11
月
24
日
ま
で
の
寄
附
実
績
は
、

６
０
０
６
件
で
前
年
同
期
比
57
・
２
％

増
、
寄
附
金
額
は
７
億
２
７
７
４
万
５

０
０
０
円
で
前
年
同
期
比
51
・
３
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　児
童
手
当
の
増
額
理
由
に
つ
い
て

　
　
児
童
手
当
制
度
の
変
更
点
を
考
慮

し
、
当
初
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

給
与
で
手
当
が
支
給
さ
れ
る
公
務
員
数

が
想
定
よ
り
も
少
な
く
、
児
童
手
当
と

し
て
支
給
す
る
対
象
者
が
多
か
っ
た
た

め
、
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
に
よ
り
、
第
３
子
算
定
対

象
年
齢
が
高
校
生
年
代
か
ら
大
学
生
年

代
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
第
３
子
の

適
用
に
つ
い
て
想
定
以
上
に
対
象
者
が

増
加
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
　流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
に
関
し

て
、
補
正
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
は

　
　
令
和
７
年
１
月
、
八
潮
市
で
下
水

道
管
路
の
破
損
に
起
因
す
る
道
路
陥
没

事
故
が
あ
り
、
埼
玉
県
管
理
の
流
域
下

水
道
管
の
緊
急
補
修
の
負
担
金
で
す
。

桶
川
市
汚
水
処
理
場
か
ら
元
荒
川
幹
線

に
熊
谷
幹
線
が
合
流
す
る
箇
所
ま
で
の

約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
平
成
６

年
度
以
前
設
置
の
管
径
２
メ
ー
ト
ル
以

上
の
管
を
調
査
し
、
３
箇
所
の
修
復
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
の
工
事
費
で
す
。

　
　
　
各
体
育
館
の
必
要
経
費
が
異
な

っ
て
い
る
が
、
最
少
額
の
経
費
に
基
準

を
合
わ
せ
る
理
由
は

　
　
　
照
明
の
照
度
や
空
調
の
温
度
な

ど
、
利
用
水
準
は
同
一
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
学
校
が
使
用
し
な
い
時
間
に
限

定
し
て
利
用
い
た
だ
く
施
設
で
あ
る
こ

と
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
観

点
も
踏
ま
え
、
試
算
し
た
料
金
の
う
ち

最
低
額
を
基
準
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　改
正
は
特
定
の
団
体
を
優
遇
す

る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か

　
　
　
特
定
の
団
体
を
優
遇
す
る
も
の

で
は
な
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

目
的
に
様
々
な
登
録
団
体
が
利
用
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　
変
更
契
約
の
内
容
及
び
増
額
理
由
は

　
　
全
11
校
で
東
京
電
力
か
ら
の
別
引

込
み
に
よ
る
電
源
確
保
を
予
定
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
宮
内
中
学
校
の
み
必
要
電

力
が
容
量
を
超
え
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
学
校
全
体
の
受
電
設
備
を
経
由

す
る
方
式
へ
変
更
し
、
変
電
設
備
の
増

強
及
び
配
管
・
配
線
工
事
に
係
る
費
用

１
５
５
０
万
６
７
０
０
円
の
増
額
が
発

生
し
ま
し
た
。
一
方
、
契
約
仕
様
に
基

づ
き
事
業
者
か
ら
減
額
提
案
が
あ
り
、

３
１
８
万
６
７
０
０
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
差
引
１
２
３

２
万
円
の
増
額
が
必
要
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

質疑をしました各常任委員会でこんな

予
算
決
算

常
任
委
員
会

各委員長報告は
こちらから
ご覧になれます

Pick up
!

　
　
雑
木
林
の
会
の
ど
の
よ
う
な
事
業

提
案
や
事
業
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
た

の
か

　
　
市
と
し
て
、
雑
木
林
は
、
な
る
べ

く
手
を
つ
け
ず
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
残

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
雑
木
林
の

会
の
提
案
は
、
雑
木
林
を
将
来
に
わ
た

り
残
し
て
い
く
取
組
の
提
案
で
し
た
。

一
方
、
も
う
一
者
は
、
都
市
公
園
と
し

て
活
用
す
る
と
い
う
提
案
で
し
た
の
で
、

雑
木
林
の
会
の
雑
木
林
を
守
る
取
組
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
事
業
と

し
て
も
、
自
然
観
察
会
や
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
室
、
雑
木
林
を
楽
し
む
集

い
等
、
こ
れ
ま
で
に
親
し
ま
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
績
が
あ
り
、
そ
の
点
が

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
路
線
廃
止
後
の
売
払
い
金
額
に
つ

い
て

　
　
土
地
の
価
格
は
、
１
平
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
４
万
１
８
７
５
円
と
な
り
ま

す
。
実
測
後
の
面
積
に
そ
の
金
額
を
乗

じ
て
、
売
払
い
金
額
を
算
出
し
ま
す
。

北
本
市
立
学
校
屋
内
運
動
場
夜
間

開
放
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約

の
締
結

建
設
経
済

常
任
委
員
会

北本市立学校屋内運動場
夜間開放使用料条例の
一部改正の

ＱＡ

ＱＡ Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

　
　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
利

用
ま
で
の
流
れ
及
び
利
用
開
始
ま
で
に

要
す
る
期
間
に
つ
い
て

　
　
　
希
望
者
に
は
利
用
認
定
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
中
央
保
育

所
で
の
事
前
面
談
に
お
い
て
、
子
ど
も

の
状
況
や
特
性
を
確
認
し
ま
す
。
面
談

の
結
果
、
安
全
に
利
用
で
き
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
利
用
日
を
予
約

い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
開
始
ま
で
の
日

数
に
つ
い
て
は
、
今
後
制
度
を
本
稼
働

さ
せ
て
い
く
中
で
、
で
き
る
限
り
短
縮

す
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　実
施
施
設
を
中
央
保
育
所
の
み

と
し
た
理
由
は

　
　
　
市
内
の
幼
稚
園
協
会
及
び
保
育

園
協
会
か
ら
は
、
国
の
補
助
金
や
給
付

金
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
、
自
施
設
の
費
用
負
担
分
が
不
明

な
中
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
公
立
保
育

所
で
実
施
し
、
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

で
、
順
次
民
間
施
設
で
も
展
開
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
東
保
育
所

は
一
時
保
育
や
病
後
児
保
育
事
業
の
実

施
に
加
え
新
た
な
事
業
の
実
施
は
困
難

な
状
況
で
、
深
井
保
育
所
は
施
設
の
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
安

全
な
保
育
環
境
を
提
供
で
き
る
中
央
保

育
所
で
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

北
本
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
北
本
市
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

Ａ
２

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１ 総

務
文
教
分
科
会
長
報
告
よ
り

建
設
経
済
分
科
会
長
報
告
よ
り

健
康
福
祉
分
科
会
長
報
告
よ
り

平成４年からJR高崎線沿線に残る雑木林の一部
を北本中央緑地として整備を行っています。

公の施設の指定管理者の
指定の

公の施設の名称
▶北本中央緑地及び下原緑地公園
指定管理者として指定するもの
▶特定非営利活動法人北本雑木林の会
指定の期間
▶令和８年４月１日から
　令和13年３月31日までの5年間

ふるさと応援基金は、寄附者に選んでいただいた
８つの分野ごとに積立・活用しています。

令和7年度の学校体育施設利用登録団体は59団
体で、屋内運動場の利用は37団体です。

小・中学校屋内運動場に空調設備等が設置
されることに伴い、使用料の改定（夜間利
用１回につき200円）や空調設備使用料の
新設（30分につき500円）などを行います。
令和８年４月１日から開始します。

こども誰でも通園制度は０歳６か月～満３歳未
満が対象で月10時間まで保育所等を利用できま
す。

令
和
７
年
度
北
本
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

令
和
７
年
度
北
本
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

総
務
文
教

常
任
委
員
会

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

市
道
の
路
線
の
廃
止

子ども・子育て支援法等の一部改正に伴
い、こども誰でも通園制度に係る運営基準
及び認可基準を定めるものです。
この事業は令和８年度より全国で開始され
る制度です。

ＱＡ

Point
Point

ＱＡ

今回の条例の一部改正の

Point

ＱＡ

ＱＡ
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＼議会改革特別委員会の中間報告！／
令和７年第４回定例会において、審査経過の概要を報告しました。
令和７年10月７日～12月12日まで６回の委員会を開催し、第６回～第８回までの会議では、議会モニター制
度の認知度の向上や議会活動の発信機能の強化が課題として挙げられました。また、ホームページや広報紙
等を活用した周知の徹底に加え、SNSを既存の広報媒体と連携させることで、従来以上に情報発信力を高め
ることが可能であるとの意見が出され、今後はＳＮＳ運用に関する基本的なルールの策定や具体的な運用方
法の整理を進めていくこととしました。
第８回～第10回までの会議では、議員定数及び議員報酬について、単一の方式に依拠するのではなく、多角
的に検討する必要があるとの認識を共有し、１月17日に開催予定の市民を交えた「議会改革に関する意見交
換会」を経て、議会改革特別委員会として具体的な方向性を整理することを確認しました。
引き続き、調査研究及び議論を深め、継続審査を行っていきます。

令和７年11月18日、全議員を対象としてファシリテーション研修を開催しました。ファシリテー
ションとは、集団で課題を解決するために、相互理解を促し、認識を一致させるサポートのこと
を指します。講師には一般社団法人地方公共団体政策支援機構の渡辺太樹氏をお招きし、全国約
20の自治体で政策アドバイザー・議会アドバイザーとして培われた豊富な経験に基づき、「議会
が身につけるべきファシリテーションとは」を演題に研修を行いました。研修はワークショップ
形式で実施され、議員間討議における実践的なポイントについて学ぶことができ、大変有意義な
ものとなりました。

10/ 7　第６回　議会モニター制度の充実について
10/17　第７回　議会活動の発信機能の強化について
11/ 4　第８回　議会活動の発信機能の強化について
　　　　　　　  議員定数について
11/17　第９回　議員定数について
12/ 2　第10回　議員報酬について
12/12　第11回　閉会中の継続審査に関する件について
　　　　　　　 中間報告の申し出について
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。

こ
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、
令
和
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１

日
以
降
、
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通
や
宿
泊
に
係
る
議
員
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費
は
、
北
本
市
職
員
と
同
じ
基
準
で
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用
さ
れ
ま
す
。

Pick
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議
提
第
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号
「
北
本
市
議

会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」を
可
決

議員提出議案とは？

地方自治法では、予算を除いて条例などの議案を議員・委員会が
提出する権利を定めています。議員が提案するものと、委員会とし
て提案するものがあります。
議員提出議案→「議提第○号」
委員会提出議案→「委提第○号」

　「議会の議決すべき事件」に
つき、議案を提出することがで
きます。
議員が提出する場合は、２人以
上の賛成者が必要
です。Ｑ　提出するのに

条件はあるの？

Ａ

議員研修会（ファシリテーション研修）を開催しました！

１月17日、文化センターにおいて「議会改革に関する意見交換会」を開催しました。
当日は多くの市民の皆様にご参加いただき、本市議会のあり方の根幹となる
「議員定数」と「議員報酬」について、活発な議論が行われました。
皆様からいただいたご意見を一部ご紹介します。

議会改革に関する意見交換会を開催しました！

たいき

市民の多様な困難に目を配るため
には一定の定数確保が不可欠だと
思う

議員という職を「魅力ある選択肢」
にするための報酬設計が必要では
ないか

議　案　名 議決
結果

市長
提出
議案

「第74号」第六次北本市総合振興計画前期基本計画について 可決

「第75号」専決処分の承認を求めることについて（北本市印鑑条例の一部を改正する条例の一部改正に
　　　　 ついて） 承認

「第76号」北本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び
　　　　 北本市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決

「第77号」北本市国民健康保険税条例の一部改正について 可決

「第78号」北本市立学校屋内運動場夜間開放使用料条例の一部改正について 可決

「第79号」公の施設の指定管理者の指定について（北本市総合福祉センター） 可決

「第80号」公の施設の指定管理者の指定について（北本市立ふれあいの家） 可決

「第81号」公の施設の指定管理者の指定について（北本市立児童館、北本市立こども図書館、北本市子
　　　　 育て支援センター及び北本市北本駅子育て支援センター） 可決

「第82号」公の施設の指定管理者の指定について（北本中央緑地及び下原緑地公園） 可決

「第83号」市道の路線の廃止について 可決

「第84号」工事請負契約の変更契約の締結について 可決

「第85号」令和７年度北本市一般会計補正予算（第６号） 可決

「第86号」令和７年度北本市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決

「第87号」令和７年度北本市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議員
提出議案 「第８号」北本市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決

提出案件の結果一覧（12 月定例会）

議　案　名
議
決
結
果

みらい 北本の
将来を創る会 公明党 日本

共産党 清和会 緑風会

小
久
保
博
雅

毛
呂
　
一
夫

金
森
す
み
子

村
田
　
裕
子

工
藤
日
出
夫

大
嶋
　
達
巳

青
野
　
康
子

高
橋
　
　
誠

永
井
　
　
司

現
王
園
孝
昭

諏
訪
　
幸
男

斉
藤
　
　
章

保
角
　
美
代

島
野
　
和
夫

湯
沢
　
美
恵

中
村
　
洋
子

岡
村
　
有
正

滝
瀬
　
光
一

桜
井
　
　
卓

今
関
　
公
美

「議案第 78 号」
北本市立学校屋内運動場夜間開放使用料条
例の一部改正について

可決

議
長
は
表
決
に
参
加
し
な
い

×

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています）

※表の見方　賛成：空欄　　反対：×　　欠席：欠　　除斥：除　　退席：退
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＼議会改革特別委員会の中間報告！／
令和７年第４回定例会において、審査経過の概要を報告しました。
令和７年10月７日～12月12日まで６回の委員会を開催し、第６回～第８回までの会議では、議会モニター制
度の認知度の向上や議会活動の発信機能の強化が課題として挙げられました。また、ホームページや広報紙
等を活用した周知の徹底に加え、SNSを既存の広報媒体と連携させることで、従来以上に情報発信力を高め
ることが可能であるとの意見が出され、今後はＳＮＳ運用に関する基本的なルールの策定や具体的な運用方
法の整理を進めていくこととしました。
第８回～第10回までの会議では、議員定数及び議員報酬について、単一の方式に依拠するのではなく、多角
的に検討する必要があるとの認識を共有し、１月17日に開催予定の市民を交えた「議会改革に関する意見交
換会」を経て、議会改革特別委員会として具体的な方向性を整理することを確認しました。
引き続き、調査研究及び議論を深め、継続審査を行っていきます。

令和７年11月18日、全議員を対象としてファシリテーション研修を開催しました。ファシリテー
ションとは、集団で課題を解決するために、相互理解を促し、認識を一致させるサポートのこと
を指します。講師には一般社団法人地方公共団体政策支援機構の渡辺太樹氏をお招きし、全国約
20の自治体で政策アドバイザー・議会アドバイザーとして培われた豊富な経験に基づき、「議会
が身につけるべきファシリテーションとは」を演題に研修を行いました。研修はワークショップ
形式で実施され、議員間討議における実践的なポイントについて学ぶことができ、大変有意義な
ものとなりました。

10/ 7　第６回　議会モニター制度の充実について
10/17　第７回　議会活動の発信機能の強化について
11/ 4　第８回　議会活動の発信機能の強化について
　　　　　　　  議員定数について
11/17　第９回　議員定数について
12/ 2　第10回　議員報酬について
12/12　第11回　閉会中の継続審査に関する件について
　　　　　　　 中間報告の申し出について

　
議
員
19
名
に
よ
り
議
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年
４
月
１

日
以
降
、
交
通
や
宿
泊
に
係
る
議
員
の

旅
費
は
、
北
本
市
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員
と
同
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基
準
で

運
用
さ
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す
。

Pick
up!　
　
議
提
第
８
号
「
北
本
市
議

会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」を
可
決

議員提出議案とは？

地方自治法では、予算を除いて条例などの議案を議員・委員会が
提出する権利を定めています。議員が提案するものと、委員会とし
て提案するものがあります。
議員提出議案→「議提第○号」
委員会提出議案→「委提第○号」

　「議会の議決すべき事件」に
つき、議案を提出することがで
きます。
議員が提出する場合は、２人以
上の賛成者が必要
です。Ｑ　提出するのに

条件はあるの？

Ａ

議員研修会（ファシリテーション研修）を開催しました！

１月17日、文化センターにおいて「議会改革に関する意見交換会」を開催しました。
当日は多くの市民の皆様にご参加いただき、本市議会のあり方の根幹となる
「議員定数」と「議員報酬」について、活発な議論が行われました。
皆様からいただいたご意見を一部ご紹介します。

議会改革に関する意見交換会を開催しました！

たいき

市民の多様な困難に目を配るため
には一定の定数確保が不可欠だと
思う

議員という職を「魅力ある選択肢」
にするための報酬設計が必要では
ないか
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市政のココが聞きたい！ 一 般 質 問 各議員のQRコードから
録画配信をチェック！

一般質問は、各議員が原稿を作成しています

防災庁の誘致について
Ｑ１要望の経緯及び３市（鴻巣市、桶
川市、北本市）の要望になった経緯は
Ｑ２埼玉県内において他の自治体より
要望が遅れたことで取り扱いに変化が
あるのか
Ｑ3国に対し要望書を提出した時の現
地での状況について
Ｑ4防災庁の設置に向けた時期（令和
８年11月１日）が示され、３市として
再度要望にいく予定はあるのか

Ｑ5３市において設置場所の青写真は
できているのか
Ａ鴻巣市が中心となり内閣府防災監に
対し要望を行い、設置を要望する理由
として５つの項目で説明し、立地にふ
さわしい場所であることをＰＲしてき
ました。県として取り扱いに違いが生
じるとは考えておらず、今回の要望活
動をもって一先ず終了としており、本
圏域内において設置に最も適している
場所は未定です。

高
たかはし
橋　誠

まこと

（北本の将来を創る会）

公共交通について
Ｑ地域公共交通会議開催について伺う
Ａ法定協議会の機能を有した地域公共
交通会議の開催はこれからですが、従
来の地域公共交通会議を令和７年10月
に開催し、「北本市地域公共交通計画
の策定に向けて」という議題の中で、
市民や利用者等を新たに委員として迎
えることとしました。東西を結ぶ交通
手段やバスの既存路線の延伸等につい
ては、地域公共交通計画の策定の中で

調査・分析・検討していきます。
桜の木の害虫駆除について
Ｑ個人宅とマンション・アパート・事
業所内の桜の木の対応について伺う
Ａクビアカツヤカミキリ駆除の個人宅
支援として、各家庭1世帯につき年度
１本殺虫剤の配布を行っています。今
後も、市民や自治会、事業者、寺社等
の対策費用について県の補助金等を活
用し、より効果的に市内の防除を推進
していきます。

毛
も ろ
呂一

かず お
夫

（みらい）

地方版ハローワーク創設を
Ｑ地方版ハローワーク創設自治体が増
えている。高齢者や障がい者、女性、
生活困窮者等、人材発掘による介護や
保育等へのマッチング、移住促進、地
域産業振興等に効果があるのでは
Ａ国のハローワークの就職率よりも、
地方版ハローワークの方が高い状況で
す。まずは商工会等と連携し市内事業
者の人材不足の現状把握に努めます。
補聴器調整に補助金交付を

Ｑ補聴器の調整に対する支援は
Ａ効果的な制度設計を検討します。
お笑いによる地域活性化を
Ｑお笑いによる地域活性化を図る自治体
が増えている。三重県四日市市や福岡県
太宰府市等は市長自らＭ－１に出場し知
名度向上に貢献している。是非市長も出
場しては
Ａ公務の傍ら私がＭ－１に出場できる
か分かりませんが、今後も北本市の賑
わい創出や知名度向上に取り組みます。

村
むらた
田裕

ひろ こ
子

（みらい）
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市政のココが聞きたい！ 一 般 質 問 各議員のQRコードから
録画配信をチェック！

一般質問は、各議員が原稿を作成しています

湯
ゆざわ
沢美

み え
恵

（日本共産党）

食品ロス対策について
Ｑ食品ロスのほとんどが生ごみとして
廃棄されている。姫路市で取り組んで
いる食品ロス削減アプリの導入を求める
Ａ姫路市では食品ロスマッチングアプ
リ「タベスケ」を活用して、賞味・消
費期限が近いなどの理由で売り切りた
い商品のあるお店と、お得に購入した
い利用者を効果的につなげています。
「タベスケ」の活用事例を参考に削減
の取組について検討を行います。

持続可能な農業への取組について
Ｑ優良農地の集積を進めているが、集
積困難な農地を市民農園として貸し出
すマッチングについて伺う
Ａ市民農園として活用することは遊
休農地の解消に効果的な手法です。農
地所有者から市民農園の活用の相談が
あった場合、開設者と利用者とのマッ
チングにつながるものと考え、市の
ホームページを活用し、農園の情報を
発信する準備をしているところです。

中
なかむら
村洋

よう こ
子

（日本共産党）

職員の働き方について
Ｑ職員の働き方について伺う
Ａ令和7年10月1日から、平日は8時30
分から17時15分までの窓口受付時間を
8時45分から16時30分までと1時間短
縮するとともに、土曜開庁は8時30分
から正午までのところを、8時45分か
ら11時45分までと30分短縮しました。
窓口受付時間の変更は、短縮した分の
時間を有効に活用することで、業務の
効率性を高め、一層の市民サービスの

向上につなげることを目的としていま
す。変更から2か月が経過した現時点
の各課の変化を挙げると、書類作成な
どの性質の異なる業務に集中して取り
組む時間が確保されたほか、この時間
を使い、業務ミーティングや引継ぎ、
業務フロー等の見直し作業を行えるよ
うになりました。業務改善の副次的な
効果として、職員の時間外勤務の削減
や、働き方改革の推進につながるもの
と考えています。

ごみカレンダーについて
Ｑ１外国人への対応はどのように行っ
ているか
Ａ１現在、英語、中国語、韓国語、ベ
トナム語のごみカレンダーの多言語版
をホームページに掲載するほか、環境
課窓口で配布しています。令和８年度
にはネパール語、インドネシア語、ポ
ルトガル語、スペイン語版を追加し、
８か国語対応となります。
Ｑ 2地域を守る自治会長への情報共有

はいかがか
Ａ2今後、自治会長説明会にてお知ら
せしていきます。
ポスティングについて
Ｑ広報紙と一緒に配布される令和８年
度のごみカレンダーだが、広報紙を希
望されない方への対応は
Ａ市役所や各公民館等での配布、ホー
ムページでも確認いただけます。
その他の質問
〇市民農園について

青
あおの
野康

やす こ
子

（北本の将来を創る会）　
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市政のココが聞きたい！ 一 般 質 問 各議員のQRコードから
録画配信をチェック！

一般質問は、各議員が原稿を作成しています

地域医療の維持へ向けて、市は積
極的な関わりを
Ｑ１市から医療機関への体制支援は
Ａ１市内の病院で分娩に携わった産科
医への手当支給支援を行い、処遇改善
及び定着を図っています。近年、市内
の産科医配置数はやや増加して、全国
と同程度となっており、一定の効果が
あるものと考えています。また、近隣
市町と共同で、医師会や同会准看護学
校の運営を補助し、医療維持や人材確

保に寄与する支援をしています。
Ｑ２救急や日頃の医療へ市の関わりは
Ａ２市、医師会、各医療機関が緊密に
連携をしながら、医療確保の取組を
行っています。特に救急医療は、近隣
市町と共に、初期救急及び二次救急に
ついて、円滑な診療体制の確保に向け
て着実に整備しています。また、健診
や予防接種の実施などについても、そ
れぞれの役割を担い、互いを支えなが
ら事業を実施しています。

金
かなもり
森すみ子

こ

（みらい）

不登校児童生徒に対する対応について
Ｑ１学びの多様化学校に対してどのよ
うに考えているのかについて伺う
Ａ1学びの多様化学校は、授業時数や
学習内容など特別の教育課程を編成し
て教育を実施することができる学校で
あり、様々な理由から不登校となって
いる児童生徒に対し、多様な学びの機
会を保障するための重要な制度的選択
肢の一つであると認識しています。
Ｑ２学びの多様化学校の試験的導入を

含め、本市で設置していく予定がある
か伺う
Ａ２本市で設置する場合、新たな施設
や専門人材の確保、学校としての教育
課程の整備など、多くの条件を整える
必要があることから、本市の規模や実
態を鑑みますと、すぐに設置を見通せ
る状況にはないと考えています。引き
続き本市の実情に即した形で、子ども
たちの学びをしっかりと支えていきた
いと考えています。

小
こ く ぼ
久保博

ひろまさ
雅

（みらい）

斉
さいとう
藤　章

あきら

（公明党）

防災対策について
Ｑ１感震ブレーカーの周知について
Ａ１感震ブレーカーは、地震発生時に
一定規模以上の揺れを感知すると、ブ
レーカーを自動的に落として電気を遮
断し、停電復旧時に発生する電気に起
因する火災防止策として有効です。首
都直下地震緊急対策推進基本計画で
は、感震ブレーカー等の普及促進が求
められています。周知については、市
ホームページ、出前講座等の機会を捉

え、普及啓発に取り組んでいきます。
Ｑ２狭

きょうあい

隘道路の拡幅整備について
Ａ２火災や地震などの災害時、道路幅
員が狭く緊急車両の通行が困難となる
道路の存在は、市も認識しています。
火災の際には、消火活動や救助活動な
どに支障を来す恐れがあることから、
消防当局で、市内各地区の路線を消防
車両等が通行可能な路線か、調査・確
認を行うなど、緊急時の活動に支障を
来すことのないよう備えています。
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市政のココが聞きたい！ 一 般 質 問 各議員のQRコードから
録画配信をチェック！

一般質問は、各議員が原稿を作成しています

ネーミングライツの導入へ
Ｑ体育センターへの導入はどうか
Ａ体育センターは、令和６年度に、特
定天井等改修工事が終了しています。
また、市民の日常的な運動利用だけで
なく、大会やイベント開催、プロス
ポーツチームにも利用されており、利
用者数については、令和４年度は16万
3,600人、令和５年度は17万5,397人、
令和６年度は12万7,681人と、近隣の
体育施設と比較しても遜色ない利用者

数であるため、ネーミングライツの可
能性は、十分にあるものと考えていま
す。今後このような状況を踏まえ、体
育センターも含め、市の公共施設につ
いて、広くネーミングライツの導入の
可能性を検討していきます。
その他の質問
○隠れ待機児童について
◯飲食店を盛り上げる施策について
◯北本市役所の利活用について
◯スポーツ推進施策について

永
ながい
井　司

つかさ

（北本の将来を創る会）

桜
さくらい
井　卓

すぐる

（緑風会）

久保特定土地区画整理事業の計画
変更について
Ｑ１残事業費とそのうち市負担分はい
くらか
Ａ１令和８年度以降の区画整理事業
分の残事業費は55.２億円で市負担分は
26.８億円です。
Ｑ２南部地域整備基金や市債を活用す
ることで、財源について明るい見通し
が立ってきたのではないか
Ａ２そのように考えています。

ゾーン３０規制の実施について
Ｑ市街化区域内のＪＲ高崎線西側の南
大通線より南側の区域でゾーン３０規制
が実施されていない。南小通りの東側
だけでも先行してゾーン３０規制を実施
すべきではないか
Ａご指摘の区域のエリア指定について
警察と協議します。エリア指定の協議
には時間を要するため、その間は安全
点検の結果等を踏まえて交通安全対策
を実施します。

空き家・空き地対策について
Ｑ現状と課題解決の取組について
Ａ平成25年に1,000戸だった空き家は
令和５年には1,480戸と、10年間で約
1.5倍に増加しました。管理不全な空き
家は、所有者を調査し適切な管理をす
るよう通知したうえで、改善が見込め
ない場合、条例による是正指導を行い
ます。相続人不存在や相続放棄等は、
親族調査を行い協力依頼しています。
北本団地の再生について

Ｑ団地内に医療施設を整備できないか
Ａ団地内の医療機関の廃業は、高齢
化が進んでいる地区でもあり、不安も
高くご不便なことと推察します。一方
で、市が直接特定の地域に対し医療機
関を誘致することは、他の医療機関の
経営における公平性を損なうおそれも
あるため、非常に難しいところです。
その他の質問
〇引きこもり支援について
〇奨学金返還支援について

島
しまの
野和

かず お
夫

（公明党）
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市政のココが聞きたい！ 一 般 質 問 各議員のQRコードから
録画配信をチェック！

一般質問は、各議員が原稿を作成しています

誰もが安心して暮らせる北本市に
なるために
Ｑ１下石戸踏切拡幅に伴う現状と課題
について伺う
Ａ１歩道が未整備であり、歩行者の
安全な通行に支障を来している状況か
ら、市道の拡幅整備と併せて踏切の拡
幅を進めています。踏切部分について
は令和６年より着手し、令和８年１月下
旬頃に完成の見通し、今年度は踏切の
東西約２０ｍの区間の歩道整備を行う予

定です。
Ｑ２踏切から西側の100ｍは安心して
通れる歩道が出来ているが、その先は
歩道が無く車道に出なければならず危
険な状態のため、部分的に整備を完了
した歩道の安全対策について伺う
Ａ２危険な状態であることを認識して
いるため、早急に歩道の整備が完了し
た区間から未整備区間への歩行者の動
線の見直しなどを実施し、歩行者が安
全に通行できるよう対策を行います。

今
いませき
関公

まさ み
美

（緑風会）

総合教育会議について
Ｑ１総合教育会議への認識と特に重視
している教育行政の課題は
Ａ１本市が直面している重要な教育課
題の一つとして、小中学校をはじめと
した教育施設の再編が必要であること
が挙げられます。
学校規模の適正化や公共施設の再編を
進める中で、教育環境の充実を図る必
要があり、今後本格的な議論が必要で
す。

Ｑ２市長は総合教育会議で「自律」を
重要視する発言をしているが、学校現
場ではどのようになっているか
Ａ２市内小学校では、子どもたちが自
ら考案した給食の献立を栄養士に提
案を行い、採用された取組がありまし
た。また、中学校では、自身の学校の
課題解決に向け、各学級で課題意識を
持ち、意見を出し合い、比べ合い、他
者と折り合いをつけながら合意形成に
つなげる学級討議を行っています。

工
くどう
藤日

ひ で お
出夫

（みらい）

さんた亭について
Ｑ１さんた亭は地域食材供給施設だ
が、地域食材とは何か
Ａ１地域食材とは、北本市で栽培され
た新鮮で安全、安心な食材を指しま
す。
Ｑ 2そばの北本市産の割合は
Ａ2令和６年度で約43％です。
Ｑ 3施設本来の趣旨に合わなくなって
いるのではないか
Ａ3使用する北本市産そば粉の割合が

半数以下になっているため、農事組合
法人北本そば組合に対し、安定供給が
図られるようお願いしていきます。
Ｑ 4そばの供給は増やせるのか
Ａ4同組合が、市の転作奨励作物であ
るそばの栽培を行っており、地産地消
の取組として生産を続けています。生
産量の拡大や生産コストの低減につい
ては、その対応に向けたお願いをして
いるところです。

大
おおしま
嶋達

たつ み
巳

（みらい）
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市政のココが聞きたい！ 一 般 質 問 各議員のQRコードから
録画配信をチェック！

一般質問は、各議員が原稿を作成しています

次回の定例会は、

開会の予定です。 傍聴 録画配信

議会事務局で傍
聴券を受け取る
だけで傍聴でき
ます！ ※通信費は利用者負担と

　なります。

議会を見てみませんか

11月27日木
市議会ホームページ
「録画配信」からも
見られます！

桶川市、北本市、鴻巣市の合併の
必要性について
Ｑ３市の合併の必要性について
Ａ合併は一手段ですが、本市は利便性
等を考慮し単独運営で広域連携等によ
り持続可能なまちづくりを推進します。
上尾道路延伸に伴う桶川北本イン
ターチェンジ周辺の開発について
Ｑ企業誘致の考えはないのか
Ａインターチェンジ周辺は農地法など
の制限を受けるため、台原地区及び中

丸南地区の土地利用を図ったうえで、
上尾道路の開通に合わせて、土地利用
が進められるよう取り組んでいきます。
市街化調整区域の現状と課題について
Ｑ農業の継続の課題について
Ａ農業者の高齢化や後継者不足によ
り、家族内の継承が困難となるケース
が増加しています。農地の集約や農地
を円滑に貸借する制度の活用、さらに
は新規就農者への研修など、就農しや
すい環境づくりを推進していきます。

諏
す わ
訪幸

ゆき お
男

（北本の将来を創る会）

岡
おかむら
村有
ありまさ
正

（清和会）

学校図書館の現状と課題について
Ｑ司書教諭と図書館指導員との連携の
現状と課題について伺う
Ａ購入図書の選書や図書廃棄、イベ
ントの企画運営、関連委員会活動の指
導、市立図書館からの図書資料借受け
等の業務で連携しています。課題とし
て、司書教諭が学級担任や教科等の指
導もあり、図書館指導員との打合せ時
間をうまく取れないことが挙げられま
すが、書面や管理職を通じ情報連携を

行うことで対応しています。
自治会組織・活動への支援について
Ｑ自治会運営の効率化のためのデジタ
ル回覧板等の導入について伺う
Ａデジタル化は、紙回覧板や掲示板の
代替、自治会内の情報共有の効率化や
迅速化、市との連絡調整の合理化が期
待できる一方、不慣れな会員へのフォ
ローが必要となり、また自治会活動で
は対面での交流も重要です。今後ニー
ズの把握に努めていきます。

高齢者福祉（認知症施策の推進）
Ｑ認知症対策として、認知症の前段階
である軽度認知障害（MCI）を早期に
発見し対応するための、VRを使用した
脳の健康チェックテスト導入について
Ａ継続的な指導相談体制の整備、また、
医療機関との連携を図る必要があるた
め、実施後の体制も含め、先進自治体
の状況を調査していきます。
民生委員・児童委員
Ｑ担い手不足や負担軽減及び新たな地

域福祉の担い手となる人材育成のための
民生委員協力員制度の導入について
Ａ北本市民生委員・児童委員協議会と
協議しながら検討していきます。
その他の質問
○子育て支援サービスの充実（子育
て世帯訪問支援・地域子育て支援拠
点・児童育成支援拠点）について
○高齢者福祉（介護予防及び健康づく
りの推進）について
○道路・交通安全施設の整備について

滝
たきせ
瀬光
こういち
一

（清和会）

15 北本市議会だより　No.135



次回の定例会は、

開会の予定です。

傍聴 録画配信

議会事務局で傍聴
券を受け取るだけ
で傍聴できます！

市議会ホームページ
「録画配信」からも見
られます！
※通信費は利用者負担となります。

議会を見てみませんか

２月19日●木
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前
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新
た
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で
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目
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し
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と
思
い
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す
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昨
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、
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月
定
例
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第
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北
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総
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前
期
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、
市
の
将
来
像
や
市

民
生
活
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直
結
す
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施
策
に
つ
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て
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活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
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今

後
も
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
新
年
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迎
え
、
心
あ

ら
た
に
議
会
活
動
に
取
り
組
み
、
皆

さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
全
議
員
が
働
い
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
斉
）

第六次北本市総合振興計画前期基本計画特
集

135 ＼2026年も翔け抜け
ます!／ 新しい年に一言!

斉藤　　章
今年一年、「躍動」を
テ－マに日々、挑戦、
頑張っていきます。

桜井　　卓
今年もすべての人に
安心を！「犬馬の労」
でガンバロー！

今関　公美
昨年は脳腫瘍となり
手術の年。今年は体
調を整え頑張るぞォ！

青野　康子
「知行合一で駆けぬ
ける」学びだけでなく
行動に移した一年に！

小久保博雅
進む高齢化。私も高
齢者の一人。同じ目
線で見ていきます。

毛呂　一夫
「是々非々」 市民目線
を忘れず自らの信念
に基いて行動する

岡村　有正
市民の声を未来に
つなぐ一年に

湯沢　美恵
誰もがその人らしく生
きられ人権が守られ
る社会を目指します

保角　美代
若者が夢をもち、挑
戦できる。活力あふれ
る北本の未来へ！

島野　和夫
ひとりの人を大切に、
現場第一主義！

高橋　　誠
障がい者には優しく
防災の意識は高い
安心安全なまちへ！

永井　　司
北本の魅力向上に邁
進いたします！本年も
宜しくお願いします。

現王園孝昭
厳しい財政のなか予
算額は増大、健全な
財政運営を提言

諏訪　幸男
北本市民の夢と希望
の世界の実現を目指
して頑張ります。

大嶋　達巳
相場格言は午尻下が
りでも、北本は跳ね
馬のごとく飛躍だ！

工藤日出夫
飛雄馬の午年！年男
四輪クドウ84馬力で
議会改善まっしぐら

金森すみ子
人生の節目の歳を迎
え改めて“住みやすい
まち”へ尽力します

村田　裕子
誰もが楽しい居心地
の良い街に。M-1のネ
タでも書いてみるか…？

滝瀬　光一
「不易流行」日頃の温
かいご理解とご支援
に心より感謝。

中村　洋子
皆さんの声に
耳をかたむけます

なんだかんだ地元だいすき@きたもと2031 （20）

もう2031年か、早いねー

2026年にソーシン（総合振興計画）が始まって、
もう５年だね～北本も結構変わったね

駅前の賑わい行った？ ちょっと気になってる

先週行ったよ～
一人でも気軽でいいし、初めて会った人とも気軽に話せるし、居心地いいよ✌

（入力中・・・）

最近北本に戻ってきたけど、なんか前より明るくなった??
新しいお店も増えて、まちを歩くの楽しい✨
北本のこと色々教えて��

５年後のこのまち、
もっと好きになれる予感がする。

じ
っ
か
ん

ひ
の
え
う
ま
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